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見学・観察実習の手引き














	受講番号
	
	氏　名
	












１　実習の目的
ケアマネジメントの現場を体験（体感）してもらうことにより、介護支援専門員として必要な業務に対する姿勢や倫理観などを実感的に理解するとともに、要介護者の多様な生活を知る。


２　修得目標
　　①研修における実習の位置づけと目的について説明できる。
　②実習協力者に実習内容について説明できる。
　③実習における心構えについて説明できる。
④実習に取り組む姿勢について説明できる。
⑤個人情報をはじめとした実習に必要な資料の準備を実施できる。
⑥実習協力者の状況に合わせて実習を行うことの必要性について説明できる。


３　実習の内容
　　実習は表のように、二つの内容により構成されています。

	実習形態
	内　　　容
	実習時間

	模擬ケアプラン作成実習
	実際に要介護状態にある人（実習協力者）の協力を得て、インテーク、アセスメント、居宅サービス計画（模擬ケアプラン）作成といったケアマネジメントプロセスを実践する。
	―

	見学・観察実習
	「実習受け入れ事業所」の主任介護支援専門員（実習指導者）が活動している場面等を見学・観察して、ケアマネジメントプロセスの実際を直接的に学ぶ。
	3日程度に相当する時間数



＜見学・観察実習の内容＞
「インテーク場面」、「アセスメント場面」、「プランニング場面」、「サービス担当者会議場面」、「モニタリング場面」、「給付管理場面」等について、実際に使用している書類等に基づいた説明、　　　および利用者のもとへの同行・見学実習を行う。
アセスメント
実施
プランニング
実施
インテーク
実施
サービス担当者会議実施
モニタリング
実施
給付管理
業務





※ 可能な限り一連のプロセス項目の準備場面から見学実施する。
※ 見学するプロセスは順不同でも構わない。
※ 実習の場面は同一の協力利用者でなくてもよい。


４　見学・観察実習にあたっての心構え

（1）プライバシーの尊重
（2）事前の準備
　　　　自己目標を明確にして実習に臨む
（3）服装の配慮等
　　　　受講者自身が所属している事業所の名称が入っている、または、事業所が容易に連想できるユニホームなどを避けることが望ましい。または、実習先の指導者の指示に従うこと。
実習中の事故については、受講者の責任となるため、十分注意する。
（4）サービス担当者会議等への受講者同席に際しては、事前に実習指導者が口答による同意を得る。
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＜見学・観察実習の事前チェックリスト＞

	項　目
	チェック

	実習受け入れ事業所との事前調整

	　・主任介護支援専門員（実習指導者）と連絡調整している
	

	見学・観察実習の内容

	　・見学・観察実習の対象場面が明確になっている
	

	　・そこで何を学ぶか学習課題が明確になっている
	

	　・３日間のおおむねのスケジュールが決まっている
	

	　・実習記録用紙の準備
	




＜見学・観察実習記録用紙一覧＞

	項　目
	チェック

	①　見学・観察実習報告書（受講者用）
	

	②　見学・観察実習記録用紙（実習受入事業所用）
	

	③　実習総合報告書
（模擬ケアプラン作成実習及び見学・観察実習を通し作成）
	





受講者が記入　→　指導者より確認印　→　受講者より事務局へ原本を提出

平成２８年度　介護支援専門員実務研修
見学・観察実習報告書　（受講者用）

	受講番号
	グループ番号
	受講者氏名

	
	
	

	実習受入事業所名
	



１　実習日（出席確認表）

	内　容
	実習日
	時　間
	時間数
	指導者
確認印

	インテーク
	月　　日（　　）
	～
	
	

	アセスメント
	月　　日（　　）
	～
	
	

	プランニング
（計画作成）
	月　　日（　　）
	～
	
	

	サービス
担当者会議
	月　　日（　　）
	～
	
	

	モニタリング
	月　　日（　　）
	～
	
	

	給付管理業務
	月　　日（　　）
	～
	
	

	
	月　　日（　　）
	～
	
	

	
	月　　日（　　）
	～
	
	

	
	
	計
	時間




受講者が記入　→　指導者確認　→　受講者より事務局へコピー２部を提出P4～P7

2　ケアマネジメントプロセスの見学実習の自己チェック

（1）インテーク
	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	介護保険制度、介護支援専門員の役割、秘密保持、個人情報の取り扱いについての説明

	□
	契約書や重要事項説明書の内容について、また、契約までの一連の流れについての説明

	□
	インテーク場面への同席

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	




（2）アセスメント

	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	アセスメントツールについての説明

	□
	アセスメント面接場面への同席

	□
	課題総括表の活用についての説明

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	






（3）プランニング（計画作成）

	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	居宅サービス計画書（１表～７表）についての説明

	□
	地域の社会資源についての説明（他機関との連携についての説明）

	□
	プランニング（計画作成）過程の見学、留意点の説明

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	




（4）サービス担当者会議

	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	会議における介護支援専門員の役割についての説明

	□
	準備（日程調整・招集）、当日運営（進行）、事後処理（議事録、照会等）についての説明

	□
	サービス担当者会議の見学

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	






（5）モニタリング

	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	モニタリングの意義や機能、過程についての説明

	□
	モニタリング場面の見学

	□
	評価表の活用についての説明

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	




（6）給付管理業務

	自己目標
（見学・観察前に記入）
	

	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	□
	介護報酬や利用者自己負担額算定方法等の説明

	□
	サービス利用票、サービス利用票別表、給付管理票等について説明

	□
	給付管理業務の見学

	□
	

	体験・指導を通しての気づき（理解できたこと、見習いたいと思ったこと、印象深かったこと等）

	






３　見学実習全体を通して気づいたこと、感じたこと

	




４　後期課程に向けた学習課題

	
















指導者が記入　→　事務局へ提出P8～P9
平成２８年度　介護支援専門員実務研修　実習指導報告書　（受入事業所用）
	受講番号
	グループ番号
	受講者氏名

	
	
	



１　実習受入日
	内　容
	実習日
	時　間
	時間数

	インテーク
	月　　日（　　）
	～
	

	アセスメント
	月　　日（　　）
	～
	

	プランニング
（計画作成）
	月　　日（　　）
	～
	

	サービス
担当者会議
	月　　日（　　）
	～
	

	モニタリング
	月　　日（　　）
	～
	

	給付管理業務
	月　　日（　　）
	～
	

	
	月　　日（　　）
	～
	

	
	月　　日（　　）
	～
	

	
	
	計
	時間



２　ケアマネジメントプロセス見学実習のチェック項目
	場面
	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	インテーク
	□
	介護保険制度、介護支援専門員の役割、秘密保持、個人情報の取り扱いについての説明

	
	□
	契約書や重要事項説明書の内容について、また、契約までの一連の流れについての説明

	
	□
	インテーク場面への同席

	アセスメント
	□
	アセスメントツールについての説明

	
	□
	アセスメント面接場面への同席

	
	□
	課題総括表の活用についての説明

	プランニング（計画作成）
	□
	居宅サービス計画書（１表～７表）についての説明

	
	□
	地域の社会資源についての説明（他機関との連携についての説明）

	
	□
	プランニング（計画作成）過程の見学、留意点の説明

	サービス
担当者会議
	□
	会議における介護支援専門員の役割についての説明

	
	□
	準備（日程調整・招集）、当日運営（進行）、事後処理（議事録、照会等）についての説明

	
	□
	サービス担当者会議の見学

	場面
	ﾁｪｯｸ欄
	実施項目

	モニタリング
	□
	モニタリングの意義や機能、過程についての説明

	
	□
	モニタリング場面の見学

	
	□
	評価表の活用についての説明

	給付管理業務
	□
	介護報酬や利用者自己負担額算定方法等の説明

	
	□
	サービス利用票、サービス利用票別表、給付管理票等について説明

	
	□
	給付管理業務の見学



３　実習生の評価
	評価項目
	内　　容
	ｳｪｲﾄ
	評価ポイント
	計

	プロセス能力
	服装・身だしなみ
	服装・髪型等がふさわしいか
	2
	0　 1 　2 　3 　4
	8/

	
	挨拶・言葉づかい
	挨拶・会話・声かけは適切か
	6
	0　 1 　2 　3 　4
	24/

	
	実習協力者対応
	関係性を保ちコミュニケーションが取れたか
	7
	0　 1 　2 　3 　4
	28/

	
	実践力
	前期講義演習を理解し見学できたか
	3
	0　 1 　2 　3 　4
	12/

	
	運営協力
	実習内容以外の事業所環境にも配慮したか（実習先に不快な思いをさせないような配慮など）
	1
	0　 1 　2 　3 　4
	4/

	
	業務関心
	実習指導者の業務内容の見学・観察に興味はあったか（ケアマネジメントに対する熱意など）
	4
	0　 1 　2 　3 　4
	16/

	
	規則遵守
	実習報告提出及び実習内容のルールに関心があるか（実習の手引きなどの理解度など）
	2
	0　 1 　2 　3 　4
	8/


＜評価基準＞０＝課題なし　1＝ほぼ課題なし　2＝気になる課題が数個あり　3＝課題のない状況が半分　4＝早急に課題を認識し改善が必要

４　見学実習全体を通しての指導者の意見
	



受入事業所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実習指導者氏名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　
受講者が記入　→　事務局へコピー２部を提出
実習総合報告書

　模擬ケアプラン実習及び見学・観察実習を通し、前期過程で学んだ内容を振り返るとともに、後期課程の学修目標を明確にして学習効果を高めるために、実習総合報告書を作成してください。

	受講番号：
	グループ番号：
	受講者氏名：

	項　目
	内　容

	実習で訪問した要介護高齢者等の生活環境
	

	見学・観察実習での気づき
	

	実習全体を通じて感じた倫理的な課題
	

	後期研修学習目標
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